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Abstract 
The spread spectrum communication include remarkable features. Therefore， itis attempted to apply this 
technique to many department of communications recently. In spread spectrum communication techniques， the 
pseude-noise(PN) code synchronization is a very important problem to establish communication channels， so 
that a great many techniques has proposed concerned with the PN code synchronization. This paper describes 
on a experimental spread spectrum communication system adopting the PN code snychronization circuit which 
is combined the delay.locked loop circuit and the phase-sensing circuit. In conclusion， from results of the trans 
mission test using its system， we found that our newly developed PN code synchronization circuit is one of the 
reliable circuit for the spread spectrum communication system 
1.はじめに
スペクトラム拡散 (SpreadSpectrum :以下回と記す)通信方式1)ー7)は，一般に搬送波を信号









号の通信であるから，一次変調として，ここでは， ASK (Amplitude Shift Keying)lO).J)， PSK (Phase 





る。これを図ー 1に示す。無変調搬送波 cosωctを図一 l(a )に示す。オン・オフベースパンド信
号y(t)を図 1( b )に示す。搬送波の振幅を y(t)に比例して変化させると，図ー 1( c )に示す被
変調信号 y(t)coswctが得られる。被変調信号もオン・オフ信号となる。 ASK信号をさらに PN









ベースパンド信号 y(t)が図ー 2( a )のよう
に+及びーの信号であると，対応する被変調
信号 y(t)cosωctは図一 2( b )のようなBPSK
信号となる。また，データを周波数変化で変
調すると，図 2( c )に示すFSK信号となる。
Oを周波数ωcOで 1を周波数ωclで対応させ
る。図-2 ( b )の BPSK信号のスペクトラム
を図 3( a )に，また，図一 2( c )の FSK信















( b )底調信号 y(1) t→ 
Mnnnnnnn nn vu VUUUUUU VVV I→ 
【c) A S K y (t) cos (ω.1】
図-1 ASK信号の生成
円「十1 円u 日
【a) 1¥'銅惜号 y (1) 
(b) PSK y(t)cos(ω ，t) 
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示す。図-4 ( c)のデータ信号は PN符号 J 
発生クロックと立ち上がりをそろえ，図-
4 ( d )となり，さらに図-4 ( b )の PN符 ー
号との間で排他的論理和をとることにより










拡散されたSS信号となる O ここで図← 4( c )のデータを加工して図 4( d)にするのは， PN符







た図 4( b )の排他的論理和
をとることにより図-4 ( d ) 
のデータ信号の再生ができ
るO










るSS信号変調器を示している c この場合，図 5( a )と図 5( b )とは非常に似た SS信号が得ら
れる。本実験システムで用いる l符号変調」万式の SS信号は一次変調に BPSKを用いた直接拡
散方式と同様σ性質を有していると考えられる O
2.3 同期捕捉・保持
PN符号系列として本研究では M系列符号系列を採用している o M系列符号の同期捕捉・保持


























送信側 M 系列発生クロック周波数を fs. 受信側 M 系列発生クロソク周波数を fR • M系列符号
を生成するのに使用するシフトレジスタの数を nとすると，スライデイング相関を用いた場合
の最大同期捕捉時間 Tは







本実験システムの全体のブロック図を図 7に示す。図一 7はパソコン Aからパソコン Bへの
表一 1 実験システム仕様
項目 | 仕様 | 
変調}j式 | スベクトラム拡散方式
拡散克式 | 直接拡散方式 | 
拡散符号 I M系列符号
中心周波数 I 50 IkHzl 
拡散符号クロック I 2∞ IkHzl 



























表 2 M系列符号独立発症による SS信号伝送実験の条件
















号が入力するまでの時間 tを測定することができる(図 8( a )参照)。伝送線を接続するスイッ
チとユニバーサルカウンタの B端子に接続するスイッチを連動することにより，受信側に SS信
号が入力される時刻とカウンタの B端子に入力する信号の立ち上がり時刻を一致させる(図 8




























関方式を用いた場合の最大同期捕捉時間は(1)式で示した。それをここで適用すると， fs =202.5 
(kHz)， fr=201.8(kHz)， n二 7であるから最大向期捕捉時間 TはT=181.9(mS)となる。同期の
サーチを始める位置はランダムであるから，平均同期捕捉時間は， 91.0(mS)となる。一方，実
ここで，























































t宝〉・+5 V 且ぴ GND~ 省略
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